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京
都
哲
悪
難
規
約

一
、
本
舟
N
は
廣
蕪
軸
に
お
け
る
折
隅
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
縣
…
る

　
こ
と
を
蹟
的
と
す
る

一
、
右
の
臼
H
的
の
た
め
に
次
の
蹴
7
轟
果
を
行
う

8
　
毎
月
一
繭
研
究
曾
を
開
く

コ
　
毎
年
公
際
羅
講
瀕
禽
を
開
く

剛
毎
月
爾
「
藁
研
究
」
を
登
行
す
る

一
、
本
禽
回
の
跡
業
を
途
行
ず
る
た
め
に
委
日
貝
蓋
干
名
を
お
く
、

委
員
は
京
都
大
學
哲
學
科
教
嘗
↑
及
び
委
員
魯
に
お
い
て
推
薦

し
た
者
に
委
囑
す
る

［
、
本
會
は
局
員
組
織
と
し
、
會
員
に
は
費
格
の
制
限
を
設
け

な
い
、
學
絞
・
㎜
繭
轟
習
館
・
其
他
の
醐
彊
は
醐
盤
の
名
を
以
て

入
門
す
る
こ
と
も
で
き
る

｛
、
魯
員
は
魯
費
と
し
て
年
一
、
二
二
〇
圓
、
又
は
牟
年
六
一

〇
闘
を
蘭
晒
す
る

一
、
魯
員
は
暫
誌
の
配
布
を
受
け
、
會
誌
に
躁
告
す
る
諸
種
の

行
蹴
に
鐵
恋
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
魯
は
購
・
務
所
を
京
都
大
學
交
學
部
内
に
お
く

一
、
磁
小
網
【
規
約
の
一
義
正
懸
代
㌫
筑
は
委
貴
禽
樋
の
決
謙
眺
に
よ
る

京
都
細
蟹
會
役
員

委
　
員
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●
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日
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σ
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締
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．
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ゴ
《
Φ
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一
｝
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・
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ゆ
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回
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の
．
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δ
7
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7
0
目
．
①
7
矯
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も
、
そ
れ
を
彊
化

　
　
　
7
．
”
た
滞
　
騨
P
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・
黒
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に
は
理
由
が
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る
・
二
町
心
・
つ
。
　
“
つ
ち
う
ん
筏
取
語
の
　
讐
⑦
げ
唄
O
げ
　
カ
｝
繋
四
這
と
見
て
、
　
「
．
わ
た
一
．
．
〕
は
エ
ヒ
f
謀
罵
、
あ
る
」
・
ず
晶
、
へ
わ
ち

　
　
　
「
噛
わ
た
ヤ
一
塙
賦
、
ツ
．
．
わ
評
二
、
瓢
か
需
ゆ
る
論
　
・
こ
い
う
こ
し
」
で
あ
る
し
と
¶
．
蒔
・
ず
る
こ
と
す
り
｛
陀
へ
η
調
’
～
濫
孫
～
の
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瓶
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七
ア
ツ
ア
ギ
ン
ダ
一
．
、
は
μ
尉
ρ
に
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伽
雫
ひ
m
…
筆
“
ひ
く
と
な
・
つ
て
．
㌃
9
、
　
一
画
ぴ
に
は
凸
＾
び
く
し
｝
あ
る
。
・
し
‘
τ
．
｝
う
が
ヅ
心
ガ
タ
で
は
畔
朗
出
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を
①
騎
O
ω
¢
B
ρ
戸
篇
ω
ニ
ヨ
と
『
．
湿
し
て
、
　
ヘ
ブ
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「
㌔
紺
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山
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で
・
あ
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が
、
　
孫
橋
W
を
ρ
這
一
①
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け
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↓
、
帥
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て
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む
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萄
．
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岬
蒔
に
近
づ
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て
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、
Φ
げ
《
㊦
ゴ
、
跨
の
置
Φ
H
、
Φ
げ
鴫
。
ゴ
と
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う
の
は
団
鋤
プ
≦
o
プ
み
る
州
轡
名
に
つ
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で
．
の
E
の
バ
ラ
フ
レ
イ
ズ
．
’
マ
あ
る
が
、
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れ
が
凝
畷
的
に
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し
い
か
ど

　
　
　
う
か
は
自
ず
か
ら
洲
の
問
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で
あ
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。
だ
が
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書
惑
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（
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属
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頃
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禽
日

告

｝
、
本
倉
は
會
員
組
織
と
し
魯
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

　
せ
ん
、
入
倉
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
灘
鎖
中
贋
浦
町
弘
文

・
彙
内
山
県
都
哲
騨
Ψ
禽
目
土
宛
に
規
常
触
の
齢
目
脇
気
（
年
［
、
二
二
〇
圃

　
又
は
越
年
六
一
〇
際
【
）
を
お
鵬
羅
馬
下
酔
。
」
い

「
振
替
口
座
蒙
都
醐
九
五
五
六
番
　
京
都
哲
學
暫
」

一
、
會
晶
押
切
れ
．
の
娯
切
ム
罰
は
封
筒
に
「
前
金
M
切
」
の
印
を
捺
し
ま

す
か
ら
直
ち
に
稗
挑
墜
下
さ
い
、
　
｝
部
分
（
久
は
牟
年
分
）

禽
費
は
原
則
と
し
て
本
誌
十
二
揖
（
又
は
六
冊
）
の
逡
附
濟

を
鳳
て
前
ム
W
切
れ
と
し
、
禽
鼠
費
の
蔓
｝
更
北
バ
他
の
事
惰
に
よ
る

過
不
足
は
一
年
（
叉
は
牟
年
）
緑
に
精
算
し
ま
す

　
、
會
員
の
繭
W
居
入
汲
倒
曾
讐
（
編
集
事
靴
肋
以
外
の
　
覇
〃
）
　
の
事

務
は
臥
押
文
堂
ノ
四
山
泉
都
哲
學
曾
係
へ
纏
　
通
飾
下
さ
い

一
、
本
紬
ゆ
の
編
集
に
臨
幽
す
る
瀟
脳
儒
．
W
劉
刊
書
．
寄
賂
梛
騨
魂
甜
雄
V
は

本
禽
宛
に
御
逡
り
下
さ
いぬ暴

京京都
都都
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　十五
　ff臼
　黒印
　行刷
京

磯
行
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懇
弘
　
文
　
堂

　
　
　
策
京
都
予
代
田
竸
田
齪
阿
畿
眠
ノ
匹

　
　
　
註
丈
規
定

一
、
禽
M
員
似
｝
外
の
購
兼
職
謳
禎
の
御
三
陣
丈
及
び
晦
椴
告
肖
に
闘
脚
識
，
る
件
は

「
弘
交
堂
」
へ
御
烹
甲
込
下
さ
い

一、

{
誌
の
御
註
丈
は
す
べ
て
代
金
郵
稔
共
（
一
部
、
定
償
一

烹
○
闘
悶
．
郵
穐
八
園
｝
前
金
に
て
お
逡
り
下
さ
い

一、

｣
に
講
西
田
及
び
額
収
書
等
を
要
す
る
場
含
は
郵
雰
八
醐

を
お
邊
－
一
下
さ
い
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